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63. 千葉大学放射線科における食道癌放射線治療成
市責
川名正直，有水昇(千大・放射線)
千葉大学放射線科を訪れた食道癌患者は昭和49年末ま
で1614例である。年度別では術前照射の盛んな昭和35
年-39年に症例が多く，部位別は胸部が6割，下部が 3
割を占め，性別は男性が 8割を占め，年齢別では60歳台
が4割を占めている。根治照射群の生存率は頚部で 1年 
56%，5年20%，胸部は 1年24%，5年5%，下部は 1
年22%，3年以上の生存例はない。 5年以上生存例は17
例でありこのうちの 2例は最近死亡し剖検で照射部位に
癌細胞が証明された。 
64. 	 北里大における腎移植の現況(第 2報)
柏木登(北里大)
本年度の北里大における腎移植の特徴は，死体腎移植 
71JU，生体非縁者例を 117"IJ行ったことであろう。生体腎
移植は16例施行し，本年末で総数が75例になった。移植
腎生存は生体腎で63%，死体腎で29%である。腎を失っ
た原因の第 1は拒絶反応で60%をしめる。患者死亡率は
それぞれ15%，14%であり，死因としては感染症が約半
数をしめた。組織適合性試験による提供者選択の重要性
が，あらためて認識された。 
65. 	 筑波大学の紹介
岡村隆夫(築波大学臨床医学系外科)
築波大学が発足して 3年目になり，病院も本年10月よ
り開院した。大学の機構，施設および大学病院のシステ
ムについて紹介した。臨床医学系消化器外科においてま
だ2カ月足らずの期間ですが現在までに食道癌を含む開
胸手術2例，胃癌手術例11例，大腸癌5例，胆道癌 3例
など計29症例の手術を施行した。 
66. 	 カプセル法食道擦過細胞診の開発とその応用性
について
小野津君夫，鍋谷欣市，花岡建夫
滝川弘志，季思元，新井裕二
本島悌司(杏林大)
表面粗造で弾力性ある擦過刷子を圧縮し投薬用カプセ
ノレに封入，胃内に鴨下させるとカプセノレは溶解し刷子は
膨張する。固定しである初で刷子を引き抜き食道粘膜面
から細胞を採取する。 57例に施行した。食道癌13例では
狭窄高度でカプセノレ不通過 4例を除き Classilc，IV， 
Vであり，食道良性疾患では Class1，nであった。我
々が新たに開発したこの方法は簡単，確実，安全な食道
癌スクリーニング法で，現在，食道癌集団検診に応用し
ている。 
67. 色素を応用した胃粘膜腸上皮化生の内視鏡診断
鈴木茂，羽生富士夫，小林誠一郎
遠藤光夫，木下裕宏，鈴木博孝
山田明義，中村光司，中山恒明
(東京女子医大・消化器病センター)
色素メチレンブルーを胃内視鏡観察下に撒布し， 2分
後にこれを水で、洗浄するだけの簡単な方法(内視鏡的色
素着色法)で腸上皮化生は青色にきれいに着色される。
着色腸上皮化生化生は内視鏡的に主に隆起型，平坦型，
陥凹型の 3基本型に分類され，これらの混合型もある。
頻度としては幽門洞では隆起型，平坦型がほぼ同率で出
現し，陥凹型の頻度は低い。各胃疾患別の腸上皮化生の
合併頻度は胃癌に81.5%，胃ポリープ47.1%，胃潰蕩 
61.1%，慢性胃炎66.7%等であり，従来の切除標本より
の病理学的な合併率と同様の傾向を示した。腸上皮化生i
の着色の機序は十二指腸粘膜の着色と同様に，この病的
粘膜上皮の色素の吸収によるものであることが，凍結切
片や実体顕微鏡像から証明された。現在発癌実験犬に本
法を応用し，腸上皮化生の発生，その経過，胃癌との関
連等を追求している。 
68. 	 食道再建術における 2，3の検討
遠藤光夫，羽生富士夫，小林誠一郎
浜野恭一，木下裕宏，山田明義
鈴木茂，中村光司
(東京女子医大・消化器病センター)
頭部食道癌について，食道抜去法の経験をのべ，多発
上皮内癌の存在例を供覧した。胸部食道癌では，胸壁前
公道胃吻合が大多数を占めるが，吻合部吻開防止として，
層々吻合，大網被羅，横割法についてふれた。また，s 
吻合から Rouxへの変換と，器機吻合による再建にも
ふれた。 
69. 	 慢性膝炎の外科的治療
羽生富士夫，小林誠一郎，遠藤光夫
浜野恭一，木下裕宏， 11田明義
鈴木 茂，中村光司
(東京女子医大・消化器病センター)
慢性降炎に対する外科的治療は，その障の病態が様々
